
r
|
L
 

最
近
、
政
府
は
初
等
教
育
で
英
語
の
授

業
を
必
修
に
す
る
議
論
を
し
、
一
部
に
は

英
語
を
第
二
公
用
言
語
と
す
る
意
見
も
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
最
初
の
こ
と
で
は

あ
り
の
り

な
い
。
初
代
文
部
大
臣
・
森
有
膿
は
「
日

本
の
教
育
」
と
い
う
英
語
の
論
文
で
国
語

し

が

な

お

や

英
語
化
論
を
発
表
し
、
作
家
・
志
賀
直
哉

は
敗
戦
直
後
に
「
国
語
問
題
」
と
い
う
論

考
で
、
国
語
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
採
用
論

を
提
案
し
て
い
る
。
さ
ら
に
文
化
人
類
学

う
め
さ
お
た
だ
お

者
・
梅
悼
忠
夫
は
ロ
ー
マ
字
推
進
論
を
主

張
し
、
仮
名
文
字
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
採

英
語
公
用
語
論
の
台
頭

オ
リ
コ
ン
が
発
表
し
た
二
0
0六
年
度

の
音
楽
の
シ
ン
グ
ル
の
売
上
順
位
に
よ
る

と、

一
位
は

K
A
T
_
T
U
N
の
「

R
e

a
l
F
a
c
e」
、
二
位
は
レ
ミ
オ
ロ
メ

ン
の
「
粉
雪
」
で
、
百
位
以
内
で
は
題
名

が
英
語
の
も
の
が
五
三
、
う
ち
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
表
記
の
楽
曲
は
四
六
と
ほ
ぼ
半
分

に
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
名
前
が
英
語
の

歌
手
は
六
三
、
う
ち
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の

名
前
が
五
三
と
、
こ
れ
も
半
分
以
上
で
あ

明
治
初
期
に
初
等
教
育
で
唱
歌
を
教
科

と
す
る
と
き
、
洋
楽
に
す
る
か
邦
楽
に
す

る
か
の
論
争
が
あ
っ
た
が
、
西
欧
に
留
学

し
た
役
人
の
意
見
で
洋
楽
と
な
り
、
邦
楽

は
抹
殺
さ
れ
た
。
さ
ら
に
明
治
二

0
年
一

0
月
に
国
立
の
東
京
音
楽
学
校
が
創
設
さ

れ
た
が
、
邦
楽
の
学
科
は
存
在
せ
ず
、
正

式
の
学
科
に
な
っ
た
の
は
四
九
年
後
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
日
本
は
初
等
教
育
や
国
立

の
音
楽
学
校
で
自
国
の
音
楽
の
教
育
や
研

究
を
し
な
い
唯

一
の
国
家
と
な
り
、
そ
の

成
果
が
―

二
0
年
後
の
オ
リ
コ
ン
の
順
位

に
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

消
滅
寸
前
の
邦
楽

る
。
ど
こ
の
地
域
の
統
計
か
と
疑
問
を
も

た
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
日
本
の
歌
手

の
H
本
国
内
で
の
売
上
げ
で
あ
る
。

ち
な
み
に
純
粋
に
日
本
の
音
楽
か
ど
う

か
は
異
論
が
あ
る
に
し
て
も
、
演
歌
は
氷

い
つ
け
ん

川
き
よ
し
の
「

一
剣
」
が
七
六
番
目
、
水

森
か
お
り
の
「
熊
野
古
道
」
が
八
四
番
目

に
登
場
す
る
だ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
人

の
歌
手
の
楽
曲
を

一
枚
に
し
た
ア
ル
バ
ム

で
は
、
英
語
の
題
名
は
九
一
（
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
表
記
七
七
）
、
名
前
が
英
語
の
歌

用
ま
で
提
案
し
て
い
る
。

現
在
で
も
、
何
人
も
の
論
者
が
英
語
の

ひ
っ
す

習
得
は
国
民
必
須
の
課
題
と
い
う
意
見
を

展
開
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
動
向
に
は

共
通
す
る
特
徴
が
あ
る
。
第

一
は
明
治
維

新
、
世
界
大
戦
敗
戦
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊

と
い
う
日
本
が
危
機
も
し
く
は
転
換
の
時

期
に
登
場
す
る
議
論
で
あ
り
、
第
二
は
推

進
論
者
が
長
年
、
西
欧
で
の
留
学
や
仕
事

を
経
験
し
た
人
々
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

東
京
音
楽
学
校
の
初
代
校
長
・
伊
沢
修
二

は
政
府
か
ら
の
派
遣
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
で

一
年
学
習
し
、
最
近
の
推
進
論
者
の
多
数

は
海
外
駐
在
の
新
聞
記
者
や
商
社
社
員
で

あ
る
。
そ
れ
ら
の
人
々
が
海
外
で
の
経
験
か
ら

英
語
の
必
要
を
痛
感
し
た
こ
と
は
事
実
で

あ
る
し
、
海
外
と
の
交
渉
を
す
る
仕
事
に

就
業
す
る
人
々
に
と
っ
て
英
語
は
必
須
の

手
段
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
が
、
多

数
の
日
本
国
民
に
と
っ
て
、
人
生
の
相
当

の
時
間
を
消
費
し
て
英
語
を
習
得
す
る
必

要
が
あ
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
そ
の
時
間

を
英
語
で
表
現
す
る
内
容
を
学
習
す
る
こ

と
に
充
当
す
る
ほ
う
が
重
要
で
あ
る
し
、

そ
の
期
間
に
喪
失
す
る
も
の
を
確
認
す
る

こ
と
の
ほ
う
が
さ
ら
に
重
要
で
あ
る
。

手
は
七
二

（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
四
―
-）

と
、
英
語
は
い
っ
そ
う
躍
進
す
る
。
日
本

の
音
楽
、
日
本
の
名
前
は
消
滅
寸
前
で
あ

る
。
こ
れ
は
最
近
の
傾
向
で
あ
る
が
、
起

源
は
明
治
時
代
に
あ
る
。

「
あ
で
や
か
」
「
た
お
や
か
」
「
し
な
や
か
」

「
し
と
や
か
」
な
ど
、
大
和
言
葉
と
分
類
さ

れ
る
表
現
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
英
語
に
翻

訳
で
き
な
く
は
な
い
が
、
「
た
お
や
か
」

を
グ
レ
ー
ス
フ
ル
と
翻
訳
し
て
も
我
々
が

実
感
す
る
感
覚
と
は
程
遠
い
。
巧
妙
に
歌

唱
す
る
外
国
人
の
演
歌
に
我
々
は
拍
手
す

る
が
、
日
本
の
歌
手
の
歌
唱
と
は
相
違
し

て
い
る
。
こ
の
差
異
こ
そ
が
日
本
を
日
本

た
ら
し
め
て
い
る
根
源
で
あ
り
、
音
楽
や

言
語
を
変
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
根

源
を
喪
失
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

ひ

が

明
治
の
開
国
で
彼
我
の
格
差
に
驚
嘆
し

た
祖
先
は
、
文
明
開
化
、
脱
亜
入
欧
な
ど

の
目
標
に
よ
り
、
日
本
固
有
の
文
物
を
一

気
に
西
欧
の
文
物
に
圏
換
し
た
。
そ
の
効

果
に
よ
り
日
本
が
世
界
一
流
に
到
達
で
き

た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
一
方
で
喪
失

し
た
文
物
も
多
大
で
あ
っ
た
。
情
報
の
基

本
は
他
者
と
の
相
違
に
あ
り
、
情
報
社
会

の
価
値
は
独
自
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
洋
楽

や
英
語
を
推
進
し
て
画
一
を
め
ざ
す
の
で

は
な
く
、
喪
失
し
た
も
の
を
奪
還
し
て
い

っ
そ
う
多
様
に
な
る
こ
と
こ
そ
重
要
な
の

で
あ
る
。

喪
失
し
た
も
の
の
奪
還

喪
失
し
た
固

h
文
化
の
奪
還
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